
























































































































年 5月 20日），岸本「新中間層論は可能か」（同 6月 9日），富永「社会階層構造の現状」（同 6月 27
日），高畠「“新中間階層”のゆくえ」（同 7月 14日），討論「新中間階層」（上 : 同 8月 22日，中 :
同 8月 23日，下 : 同 8月 24日）。




































上 6.4 6.4 12.8 74.5 100.0 47
中の上 10.8 12.1 27.5 49.6 100.0 480
中の中 20.9 21.6 36.1 21.3 100.0 3,949
中の下 36.9 26.5 27.9 8.7 100.0 1,565
下 63.8 17.1 16.0 3.1 100.0 351
計 26.3 21.7 32.2 19.7 100.0 6,392







































































































































 8 『朝日ジャーナル』1979年 3月 9日号（特集「亀裂する『中流』」），『中央公論』1985年 5月号（特
集「ゆらぐ中流意識」），『現代のエスプリ』1987年 5月号（特集「中流幻想の崩壊」），『朝日ジャー
ナル』1989年 4月 7日号（特集「日本社会の階層変容にせまる」）など。
 9 『朝日新聞』1988年 2月 4日朝刊。
10 選択肢は「公平だ」「だいたい公平だ」「あまり公平でない」「公平でない」の 4カテゴリー。SSM調
査では 1985年，1995年とも男性の約 6割が「不公平」と回答している。



























続き努力を誓いあうゲーム」（今田 2000 : 28）と再定義しており，若干ニュアンスが異なっている。















わゆる高い地位になくとも，一応『中』生活は送れる」（原 1994 : 162），「階層論が主とし
て取り組んできた『貧困』という問題が，先進諸国では実質的に解決されてしまった」（原・











新たな措置はほとんどなかった。」（岩永 2011 : 255）。
　なぜ生活保護の改革は放置されたのか。岩永（2011）は，貧困あるいは生活保護への社会
的関心の薄さが根底にあると指摘している。この時期，人々は「貧困をきれいさっぱり忘れ




































































































に対する認識であろう。日本経済は，小泉内閣下の 2002年 2月以降，安倍内閣の 2008年 2
月まで 73ヶ月の長期にわたる景気拡大を果たした。これは，高度経済成長期の「いざなぎ
















の平均給与）は，小泉内閣発足時の 2002年が 447.8万円，小泉内閣終了時の 2006年が 434.9万円で
ある。また，「労働力調査」（総務省）による非正規雇用者比率は，2002年が 29.4%（男性 =15.0%，
女性 =49.3%），2006年が 33.0%（男性 =17.9%，女性 =52.8%）であった。
18 厚生労働省サイトに掲載のデータより作成。アドレスは以下の通り，（1）相対的貧困率，（2）生活意
識（1991年から 2000年），（3）生活意識（2001年から 2006年），（4）生活意識（2005年から 2010年）。







































というイメージ」（神林・星 2011 : 32）が存在すると思われる。
　本のタイトルである「下流」は，階層帰属意識における「中の下」および「下」を統合し
たグループである。この層は「コミュニケーション能力，生活能力，働く意欲，学ぶ意欲，
消費意欲，つまり総じて人生への意欲が低い」（三浦 2005 : 7）とされる。「努力しても仕方

























































































貫性（今田・原 1977），FKモデル（高坂 2006），階層基準の固定性説（盛山 1990））を検討
し，これらの共通点を「人びとの間に所属階層を判断するための共通の基準など存在しなかっ
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